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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチバンド制御アクセスポイント（ＭＣＡＰ）と第１の周波数バンドを使用して通信
する能力があり、関連付けられる局（ＳＴＡ）と第２の周波数バンドを使用して通信する
能力があるマルチバンドメンバアクセスポイント（ＭＭＡＰ）により使用する方法であっ
て、
　データを前記第２の周波数バンドで、前記関連付けられるＳＴＡに送信することと、
　チャネル情報に対する要求を前記第２の周波数バンドで、少なくとも１つの関連付けら
れるＳＴＡに送信することと、
　少なくとも干渉情報を含む報告を前記第２の周波数バンドで、前記少なくとも１つの関
連付けられるＳＴＡから受信することと、
　前記少なくとも１つのＳＴＡから前記第２の周波数バンドで受信された前記報告に基づ
いて更新される近隣物ＭＭＡＰ干渉テーブルを決定することと、
　前記少なくとも１つの関連付けられるＳＴＡから前記第２の周波数バンドで受信される
前記報告に基づく第１の情報を前記第１の周波数バンドで前記ＭＣＡＰに送信することで
あり、前記第１の情報は前記更新された近隣物ＭＭＡＰ干渉テーブルを含む、ことと、
　前記ＭＣＡＰから前記第１の周波数バンドで、前記第２の周波数バンドの無線リソース
管理に関する第２の情報を受信することであり、前記第２の周波数バンドの無線リソース
管理に関する前記第２の情報は、前記第２の周波数バンド内の新しいチャネルへ移転させ
るコマンドを含む、ことと、
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を備える方法。
【請求項２】
　前記報告は、干渉ＭＭＡＰ識別（ＩＤ）、干渉レベル、干渉中心周波数、および、干渉
バンド幅の少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記報告のためのパラメータを含む報告セットアップ情報を前記少なくとも１つの関連
付けられるＳＴＡに前記第２の周波数バンドで送信すること、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の周波数バンドでコマンドを前記関連付けられるＳＴＡに送信し、前記第２の
周波数バンド内の前記新しいチャネルへ移転させること、をさらに備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＭＡＰは、チャネル情報に対する前記要求を前記ＭＭＡＰの制御のもとにある関
連付けられるＳＴＡのすべてに送信し、前記第２の周波数バンドで前記ＳＴＡのすべてか
ら報告を受信する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記関連付けられるＳＴＡから受信される報告情報を集約することをさらに備え、
　前記ＭＣＡＰへ前記第１の周波数バンドで送信される前記第１の情報は、前記集約され
た報告情報に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　マルチバンド制御アクセスポイント（ＭＣＡＰ）と第１の周波数バンドを使用して通信
する能力があり、関連付けられる局（ＳＴＡ）と第２の周波数バンドを使用して通信する
能力があるマルチバンドメンバアクセスポイント（ＭＭＡＰ）であって、
　データを前記第２の周波数バンドで、前記関連付けられるＳＴＡに送信するよう構成さ
れた少なくとも１つの送信機と、
　チャネル情報に対する要求を前記第２の周波数バンドで、少なくとも１つの関連付けら
れるＳＴＡに送信するようさらに構成された前記少なくとも１つの送信機と、
　少なくとも干渉情報を含む報告を前記第２の周波数バンドで、前記少なくとも１つの関
連付けられるＳＴＡから受信するよう構成された少なくとも１つの受信機と、
　前記少なくとも１つのＳＴＡから前記第２の周波数バンドで受信された前記報告に基づ
いて更新される近隣物ＭＭＡＰ干渉テーブルを決定するよう構成された少なくとも１つの
プロセッサと、
　前記少なくとも１つの関連付けられるＳＴＡから前記第２の周波数バンドで受信される
前記報告に基づく第１の情報を前記第１の周波数バンドで前記ＭＣＡＰに送信するよう構
成された前記少なくとも１つの送信機であり、前記第１の情報は前記更新された近隣物Ｍ
ＭＡＰ干渉テーブルを含む、前記少なくとも１つの送信機と、
　前記ＭＣＡＰから前記第１の周波数バンドで、前記第２の周波数バンドの無線リソース
管理に関する第２の情報を受信するよう構成された前記少なくとも1つの受信機であり、
前記第２の周波数バンドの無線リソース管理に関する前記第２の情報は、前記第２の周波
数バンド内の新しいチャネルへ移転させるコマンドを含む、前記少なくとも1つの受信機
と、
を備えたＭＭＡＰ。
【請求項８】
　前記報告は、干渉ＭＭＡＰ識別（ＩＤ）、干渉レベル、干渉中心周波数、および、干渉
バンド幅の少なくとも１つを含む、請求項７に記載のＭＭＡＰ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの送信機は、前記報告のためのパラメータを含む報告セットアップ
情報を前記少なくとも１つの関連付けられるＳＴＡに前記第２の周波数バンドで送信する
よう構成された、請求項７に記載のＭＭＡＰ。
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【請求項１０】
　前記少なくとも１つの送信機は、前記第２の周波数バンドでコマンドを前記関連付けら
れるＳＴＡに送信するよう構成され、前記第２の周波数バンド内の前記新しいチャネルへ
移転させる、請求項７に記載のＭＭＡＰ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの送信機は、チャネル情報に対する前記要求を前記ＭＭＡＰの制御
のもとにあるＳＴＡのすべてに送信するよう構成され、前記少なくとも１つの受信機は、
前記第２の周波数バンドで前記ＳＴＡのすべてから報告を受信するよう構成されている、
請求項７に記載のＭＭＡＰ。
【請求項１２】
　前記関連付けられるＳＴＡから受信される報告情報を集約するよう構成されたプロセッ
サをさらに備え、
　前記ＭＣＡＰへ前記第１の周波数バンドで送信される前記第１の情報は前記集約された
報告情報に基づく、請求項７に記載のＭＭＡＰ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ワイヤレスネットワークシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、その内容が参照により本明細書に組み込まれている、２０１３年７月３日に
出願された米国特許仮出願第６１／８４２，８６８号明細書の利益を主張するものである
。
【０００３】
　マルチバンド動作が検討され、８０２．１１ａｄに導入された。例えばマルチバンド動
作によって、通信セッションは、６０ギガヘルツ（ＧＨｚ）周波数バンドから、５ＧＨｚ
などのより低い周波数バンドに移転され得る。マルチバンド能力のあるデバイスは、１つ
より多い周波数バンドにわたる動作を管理し得る。それは、同時に多重の周波数バンド上
の動作をサポートし得るものであり、またはそれは、一度に１つの周波数バンド上の動作
をサポートし得るものであり、次いで、別の周波数バンドに移転され得る。
【０００４】
　米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１は、異なるチャネルバンド幅を伴う
異なる周波数チャネル上での動作をサポートし、異なる送信データレートをサポートする
。このことは、異なる８０２．１１仕様に対する異なる送信特性を結果として生じさせる
。例えば８０２．１１ａｄまたは８０２．１１ａｊは、（最高で６ギガバイト毎秒（Ｇｂ
ｐｓ）の）非常に高いデータレートをサポートし、６０ＧＨｚ周波数バンド上で動作する
。この周波数バンドの伝搬損失特性に起因して、典型的なカバレッジ範囲は、おおよそ１
０メートルなどと短いものであり得る。８０２．１１ｎ／ａｃは、２．４ＧＨｚ／５ＧＨ
ｚ周波数バンド上で動作し、そのことが高いデータレートをサポートし、カバレッジは、
８０２．１１ａｄのそれより良好であり得る。８０２．１１ａｈまたは８０２．１１ａｆ
などでのサブ１ＧＨｚ送信は、良好なカバレッジ範囲を提供し得るものであり、一方で、
データレートは制限され得る。８０２．１１ａｊは、非常に高いスループットで作動して
、４０～５０ＧＨｚおよび５９～６４ＧＨｚ周波数バンドの１または複数をサポートする
、新しいタスクグループである。これらのワイヤレス周波数バンドのすべては、カバレッ
ジ範囲およびスループットの見地で、異なるが相補的な特性を提供する。このことが、マ
ルチバンド動作を魅力的な特徴にする。しかしながら、マルチバンド動作をサポートする
既存の方式は、基本の機能性のみを提供し、これらの方式に対する進歩は、高密度のネッ
トワーク、および、確固たる高いデータレートに対する、将来ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク（ＷＬＡＮ）要件に対処することを必要とされる。
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【発明の概要】
【０００５】
　マルチバンドクラスタ内で通信するための方法および装置が開示される。マルチバンド
メンバアクセスポイント（ＭＭＡＰ：multi-band member access point）は、マルチバン
ド制御アクセスポイント（ＭＣＡＰ：multi-band control access point）と、第１の周
波数バンドを使用して通信する能力があり、関連付けられる局（ＳＴＡ）と、第２の周波
数バンドを使用して通信する能力があり得る。ＭＭＡＰは、データを第２の周波数バンド
で、関連付けられるＳＴＡに送信し得る。ＭＭＡＰは、干渉情報に対する要求を第２の周
波数バンドで、少なくとも１つの関連付けられるＳＴＡに送信し得る。ＭＭＡＰは、干渉
報告を第２の周波数バンドで、少なくとも１つの関連付けられるＳＴＡから受信し得る。
ＭＭＡＰは、情報を第１の周波数バンドでＭＣＡＰに送信し得るものであり、情報は、少
なくとも１つの関連付けられるＳＴＡから第２の周波数バンドで受信される干渉報告に基
づく。ＭＭＡＰは、ＭＣＡＰから第１の周波数バンドで、第２の周波数バンドの無線リソ
ース管理に関する情報を受信し得る。
【０００６】
　ＭＣＡＰは、マルチバンドクラスタ内で動作するように構成され得る。ＭＣＡＰは、Ｍ
ＭＡＰへの、マルチバンドクラスタ内の他のＭＭＡＰからのビーコン送信に関するセクタ
化（sectorization）情報に対する要求を送信し得る。ＭＣＡＰは、セクタ化報告をＭＭ
ＡＰから受信し得る。ＭＣＡＰは、マルチバンドクラスタ内のセクタ化送信をセクタ化報
告に基づいて制御し得るものであり、ＭＭＡＰおよび別のＭＭＡＰにより送信されるビー
コンは、同じ時間に送信されない。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　より詳細な理解は、添付の図面に関連して例として与えられる、以下の説明から得られ
得る。
【０００８】
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態が実装され得る、例通信システムのシステ
ム線図である。
【図１Ｂ】図１Ａで図解される通信システムの内部で使用され得る、例ワイヤレス送信／
受信ユニット（ＷＴＲＵ：wireless transmit/receive unit）のシステム線図である。
【図１Ｃ】図１Ａで図解される通信システムの内部で使用され得る、例無線アクセスネッ
トワークおよび例コアネットワークのシステム線図である。
【図２】例マルチバンド無線リソース管理（ＲＲＭ）クラスタを示す図である。
【図３】例マルチバンドＲＲＭクラスタを示す図である。
【図４】ＲＲＭ制御バンドに対するマルチバンドクラスタ情報の例を示す図である。
【図５】例マルチバンドクラスタ要素フォーマットを示す図である。
【図６】例マルチバンド能力要素フォーマットを示す図である。
【図７】データバンドに対するマルチバンドクラスタ情報の例を示す図である。
【図８】マルチバンドクラスタ形成のための例方法を示す図である。
【図９】例アクションフレーム本体フォーマットを示す図である。
【図１０】例要求情報フィールドフォーマットを示す図である。
【図１１】例ＲＲＭ干渉報告フレームを示す図である。
【図１２】例ＭＭＡＰ干渉要素セットアップフレームを示す図である。
【図１３】例ＭＭＡＰ干渉報告要素フレームを示す図である。
【図１４】動的チャネル割り振りに対する例マルチバンド支援される（multi-band aided
）ＲＲＭを示す図である。
【図１５】動的チャネル割り振りに対する例分散されるマルチバンド支援されるＲＲＭを
示す図である。
【図１６】ネットワークエネルギーおよび干渉管理に対する例マルチバンド支援されるＲ
ＲＭを示す図である。
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【図１７】ネットワークエネルギーおよび干渉管理に対する例分散されるマルチバンド支
援されるＲＲＭを示す図である。
【図１８】協調させられるセクタ化される送信の例を示す図である。
【図１９】マルチバンド支援される協調させられるセクタ化される送信のための例手順を
示す図である。
【図２０】例マルチバンドクラスタ制御要素を示す図である。
【図２１】例近隣ＯＢＳＳセクタ干渉テーブルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態が実装され得る、例通信システム１００
の線図である。通信システム１００は、ボイス、データ、ビデオ、メッセージング、ブロ
ードキャスト、その他などのコンテンツを多重のワイヤレスユーザに提供する多重アクセ
スシステムであり得る。通信システム１００は、多重のワイヤレスユーザが、ワイヤレス
バンド幅を含むシステムリソースの共有によって、そのようなコンテンツにアクセスする
ことを可能にし得る。例えば通信システム１００は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）
、時間分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤ
ＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および類するものなど
の、１または複数のチャネルアクセス方法を用い得る。
【００１０】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、ワイヤレス送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ
）１０４、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネッ
ト１１０、および、他のネットワーク１１２を含み得るが、開示される実施形態は、任意
の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／または、ネットワーク要素を企図する
ということが認識されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの各々は
、ワイヤレス環境で動作および／または通信するように構成される任意のタイプのデバイ
スであり得る。例の方途によりＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワ
イヤレス信号を送信および／または受信するように構成され得るものであり、ユーザ機器
（ＵＥ）、移動局、固定された、または移動の加入者ユニット、ページャ、セルラー電話
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナル
コンピュータ、ワイヤレス検知器、消費者電子機器、および類するものを含み得る。
【００１１】
　通信システム１００はさらには、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含み得る。基
地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
少なくとも１つとワイヤレスでインターフェイス接続して、コアネットワーク１０６、イ
ンターネット１１０、および／または、他のネットワーク１１２などの、１または複数の
通信ネットワークへのアクセスを容易にするように構成される、任意のタイプのデバイス
であり得る。例の方途により基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地トランシーバ局（ＢＴＳ
）、ノード－Ｂ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ
、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータ、および類するものであり得る。基地局
１１４ａ、１１４ｂは各々、単一の要素として図示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂ
は、任意の数の相互接続される基地局および／またはネットワーク要素を含み得るという
ことが認識されよう。
【００１２】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の部分であり得るものであり、そのＲＡＮ１０４はさ
らには、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中
継ノード、その他などの、他の基地局および／またはネットワーク要素（示されない）を
含み得る。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、ワイヤレス信号を、セル（
示されない）と称され得る個別の地理的領域の内部で送信および／または受信するように
構成され得る。セルは、セルセクタにさらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａに関
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連付けられるセルは、３つのセクタに分割され得る。したがって、１つの実施形態では基
地局１１４ａは、３つのトランシーバを、すなわち、セルの各々のセクタに対して１つを
含み得る。別の実施形態では基地局１１４ａは、多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）技術を用
い得るものであり、したがって、多重のトランシーバをセルの各々のセクタに対して利用
し得る。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１
または複数と、エアインターフェイス１１６によって通信し得るものであり、そのエアイ
ンターフェイス１１６は、任意の適したワイヤレス通信リンク（例えば、無線周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロウェーブ、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光、その他）であり得
る。エアインターフェイス１１６は、任意の適した無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用し
て確立され得る。
【００１４】
　より具体的には、上記で記載されたように通信システム１００は、多重アクセスシステ
ムであり得るものであり、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ
、および類するものなどの、１または複数のチャネルアクセス方式を用い得る。例えば、
ＲＡＮ１０４内の基地局１１４ａ、および、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ワイドバンドＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立し得
る、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの
無線技術を実装し得る。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／また
は発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含み得る。ＨＳＰＡは、高速ダ
ウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットア
クセス（ＨＳＵＰＡ）を含み得る。
【００１５】
　別の実施形態では、基地局１１４ａ、および、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ－アドバンスト（Ｌ
ＴＥ－Ａ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立し得る、発展型ＵＭＴＳ地上無
線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。
【００１６】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、および、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ワールドワイドインターオペラビリティフォーマ
イクロウェーブアクセス（ＷｉＭＡＸ：Worldwide Interoperability for Microwave Acc
ess））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００ＥＶ－ＤＯ、
暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（
ＩＳ－８５６）、移動通信用グローバルシステム（ＧＳＭ：Global System for Mobile c
ommunications）、エンハンストデータレートフォーＧＳＭエボリューション（ＥＤＧＥ
：Enhanced Data rates for GSM Evolution）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）、およ
び類するものなどの無線技術を実装し得る。
【００１７】
　図１Ａでの基地局１１４ｂは、例えば、ワイヤレスルータ、ホームノードＢ、ホームｅ
ノードＢ、または、アクセスポイントであり得るものであり、仕事の場所、ホーム、乗物
、構内、および類するものなどの局限されたエリアでワイヤレス接続性を容易にするため
に、任意の適したＲＡＴを利用し得る。１つの実施形態では、基地局１１４ｂ、および、
ＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実装して、ワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立し得る。別の実施形態では、基地
局１１４ｂ、および、ＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線
技術を実装して、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立し得る。
さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂ、および、ＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セ
ルラーに基づくＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａ、その他）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立し得る。図１Ａに示さ
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れるように基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有し得る。したがっ
て基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６によってインターネット１１０にアクセス
することを要されない場合がある。
【００１８】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６との通信の状態にあり得るものであり、その
コアネットワーク１０６は、ボイス、データ、アプリケーション、および／または、ボイ
スオーバインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サービスを、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数に提供するように構成される、任意のタイプのネ
ットワークであり得る。例えばコアネットワーク１０６は、呼制御、課金サービス、移動
位置に基づくサービス、プリペイド呼、インターネット接続性、ビデオ分散、その他を提
供し、および／または、ユーザ認証などの高レベルセキュリティ機能を実施し得る。図１
Ａには示されないが、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１
０４と同じＲＡＴを、または異なるＲＡＴを用いる他のＲＡＮとの、直接または間接の通
信の状態にあり得るということが認識されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用し
ている場合があるＲＡＮ１０４に接続されていることへの追加で、コアネットワーク１０
６はさらには、ＧＳＭ無線技術を用いる別のＲＡＮ（示されない）との通信の状態にあり
得る。
【００１９】
　コアネットワーク１０６はさらには、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄが、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または、他のネットワーク１１
２にアクセスするためのゲートウェイとしてサービングし得る。ＰＳＴＮ１０８は、従来
型電話サービス（ＰＯＴＳ：plain old telephone service）を提供する回線交換電話ネ
ットワークを含み得る。インターネット１１０は、相互接続されるコンピュータネットワ
ークおよびデバイスのグローバルシステムを含み得るものであり、それらのコンピュータ
ネットワークおよびデバイスは、伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプ
ロトコル（ＵＤＰ）、および、インターネットプロトコル（ＩＰ）などの、ＴＣＰ／ＩＰ
インターネットプロトコルスイートの形での共通通信プロトコルを使用するものである。
ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダにより所有される、および／または動作
させられる、ワイヤードまたはワイヤレス通信ネットワークを含み得る。例えばネットワ
ーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴを、または異なるＲＡＴを用い得る、１または
複数のＲＡＮに接続される別のコアネットワークを含み得る。
【００２０】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
はすべては、マルチモード能力を含み得るものであり、すなわちＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクによって異なるワイヤレスネット
ワークと通信するための多重のトランシーバを含み得る。例えば、図１Ａに示されるＷＴ
ＲＵ１０２ｃは、セルラーに基づく無線技術を用い得る基地局１１４ａと、および、ＩＥ
ＥＥ８０２無線技術を用い得る基地局１１４ｂと通信するように構成され得る。
【００２１】
　図１Ｂは、例ＷＴＲＵ１０２のシステム線図である。図１Ｂに示されるようにＷＴＲＵ
１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、スピーカ／
マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、非リムー
バブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、グローバルポジショニン
グシステム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および、他の周辺装置１３８を含み得る。Ｗ
ＴＲＵ１０２は、実施形態と矛盾しない状態にとどまりながら、前述の要素の任意の副組
合せを含み得るということが認識されよう。
【００２２】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアとの関連付けの状態
にある１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定
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用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回
路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械、および類するものであり得る。プ
ロセッサ１１８は、信号コーディング、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および
／または、ＷＴＲＵ１０２がワイヤレス環境で動作することを可能にする任意の他の機能
性を実施し得る。プロセッサ１１８はトランシーバ１２０に結合され得るものであり、そ
のトランシーバ１２０は送信／受信要素１２２に結合され得る。図１Ｂはプロセッサ１１
８およびトランシーバ１２０を別個の構成要素として図示するが、プロセッサ１１８およ
びトランシーバ１２０は、電子パッケージまたはチップ内に一体に集積され得るというこ
とが認識されよう。
【００２３】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェイス１１６によって、信号を基地局（例え
ば、基地局１１４ａ）に送信する、または、信号をその基地局から受信するように構成さ
れ得る。例えば、１つの実施形態では送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／
または受信するように構成されるアンテナであり得る。別の実施形態では送信／受信要素
１２２は、例えば、ＩＲ信号、ＵＶ信号、または、可視光信号を、送信および／または受
信するように構成される放射器／検出器であり得る。さらに別の実施形態では送信／受信
要素１２２は、ＲＦ信号および光信号の両方を、送信および受信するように構成され得る
。送信／受信要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の組合せを送信および／または受信す
るように構成され得るということが認識されよう。
【００２４】
　追加で、送信／受信要素１２２は、単一の要素として図１Ｂで図示されるが、ＷＴＲＵ
１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より具体的には、ＷＴＲＵ１０
２はＭＩＭＯ技術を用い得る。したがって、１つの実施形態ではＷＴＲＵ１０２は、エア
インターフェイス１１６によってワイヤレス信号を送信および受信するための、２つまた
はより多い送信／受信要素１２２（例えば、多重のアンテナ）を含み得る。
【００２５】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２により送信されることになる信号を変調
するように、および、送信／受信要素１２２により受信される信号を復調するように構成
され得る。上記で記載されたようにＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有し得る。し
たがってトランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０
２．１１などの多重のＲＡＴによって通信することを可能にするための多重のトランシー
バを含み得る。
【００２６】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１
２６、および／または、ディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、または、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレ
イユニット）に結合され得るものであり、ユーザ入力データを、それらのスピーカ／マイ
クロホン１２４、キーパッド１２６、および／または、ディスプレイ／タッチパッド１２
８から受信し得る。プロセッサ１１８はさらには、ユーザデータを、スピーカ／マイクロ
ホン１２４、キーパッド１２６、および／または、ディスプレイ／タッチパッド１２８に
出力し得る。追加でプロセッサ１１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリ
ムーバブルメモリ１３２などの、任意のタイプの適したメモリからの情報にアクセスし、
データをそのメモリに記憶し得る。非リムーバブルメモリ１３０は、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または、任意の他の
タイプのメモリ記憶デバイスを含み得る。リムーバブルメモリ１３２は、加入者アイデン
ティティモジュール（ＳＩＭ）カード、ｍｅｍｏｒｙ　ｓｔｉｃｋ、ｓｅｃｕｒｅ　ｄｉ
ｇｉｔａｌ（ＳＤ）メモリカード、および類するものを含み得る。他の実施形態ではプロ
セッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（示されない）上など、ＷＴＲＵ１０
２上に物理的に配置されないメモリからの情報にアクセスし、データをそのメモリに記憶
し得る。
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【００２７】
　プロセッサ１１８は、電力を電源１３４から受け取ることが可能であり、ＷＴＲＵ１０
２内の他の構成要素に対する電力を分散させる、および／または、制御するように構成さ
れ得る。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の適したデバイスであ
り得る。例えば電源１３４は、１または複数の乾電池バッテリ（例えば、ニッケルカドミ
ウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル金属水素化物（ＮｉＭＨ）、リ
チウムイオン（Ｌｉイオン）、その他）、ソーラーセル、燃料セル、および類するものを
含み得る。
【００２８】
　プロセッサ１１８はさらには、ＧＰＳチップセット１３６に結合され得るものであり、
そのＧＰＳチップセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例え
ば、経度および緯度）を提供するように構成され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの
情報への追加で、またはその情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、位置情報をエアインタ
ーフェイス１１６によって基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から受信し、お
よび／または、その位置を、２つもしくはより多い付近の基地局から受信されている信号
のタイミングに基づいて決定し得る。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と矛盾しない状態にと
どまりながら、任意の適した位置決定方法の方途により位置情報を捕捉し得るということ
が認識されよう。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、他の周辺装置１３８にさらに結合され得るものであり、それらの
周辺装置１３８は、追加的な特徴、機能性、および／または、ワイヤードもしくはワイヤ
レス接続性を提供する、１または複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュ
ールを含み得る。例えば周辺装置１３８は、加速度メータ、電子コンパス、衛星トランシ
ーバ、デジタルカメラ（写真またはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポ
ート、振動デバイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレイヤ
、媒体プレイヤ、ビデオゲームプレイヤモジュール、インターネットブラウザ、および類
するものを含み得る。
【００３０】
　図１Ｃは、図１Ａに示される通信システム１００の内部で使用され得る、例ＲＡＮ１０
４および例コアネットワーク１０６を示す。上記で記載されたようにＲＡＮ１０４は、Ｅ
－ＵＴＲＡ無線技術を用いて、エアインターフェイス１１６によってＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃと通信し得る。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノード－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み得るが、ＲＡＮ１
０４は、実施形態と矛盾しない状態にとどまりながら、任意の数のｅノード－Ｂを含み得
るということが認識されよう。ｅノード－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは各々、エア
インターフェイス１１６によってＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するため
の、１または複数のトランシーバを含み得る。１つの実施形態では、ｅノード－Ｂ１４０
ａ、１４０ｂ、１４０ｃはＭＩＭＯ技術を実装し得る。したがってｅノード－Ｂ１４０ａ
は、例えば、多重のアンテナを使用して、ワイヤレス信号をＷＴＲＵ１０２ａに送信し、
ワイヤレス信号をＷＴＲＵ１０２ａから受信し得る。
【００３２】
　ｅノード－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々は、個別のセル（示されない）に関
連付けられ得るものであり、無線リソース管理判断、ハンドオーバ判断、アップリンクお
よび／またはダウンリンクでのユーザのスケジューリング、ならびに類するものを扱うよ
うに構成され得る。図１Ｃに示されるように、ｅノード－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０
ｃは、Ｘ２インターフェイスによって互いに通信し得る。
【００３３】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
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１４２、サービングゲートウェイ１４４、および、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）ゲートウェイ１４６を含み得る。前述の要素の各々はコアネットワーク１０６の部分と
して図示されるが、これらの要素の任意のものが、コアネットワークオペレータ以外のエ
ンティティにより所有され得る、および／または動作させられ得るということが認識され
よう。
【００３４】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェイスによってＲＡＮ１０４内のｅノード－Ｂ１４０
ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々に接続され得るものであり、制御ノードとしてサービング
し得る。例えばＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証
すること、ベアラアクティブ化／非アクティブ化、個別のサービングゲートウェイをＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期アタッチの間に選択すること、および類するこ
とに対して責任を負う場合がある。ＭＭＥ１４２はさらには、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭま
たはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を用いる他のＲＡＮ（示されない）との間で交換する
ための、制御プレーン機能を提供し得る。
【００３５】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェイスによってＲＡＮ１０４内のｅ
ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々に接続され得る。サービングゲートウェイ
１４４は一般的には、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへの／からのユーザデータ
パケットを経路指定および転送し得る。サービングゲートウェイ１４４はさらには、ｅノ
ードＢ間ハンドオーバの間にユーザプレーンをアンカリングすること、ダウンリンクデー
タがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに対して利用可能であるときにページングを
トリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストを管理および記
憶すること、ならびに類することなどの、他の機能を実施し得る。
【００３６】
　サービングゲートウェイ１４４はさらには、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続され得る
ものであり、そのＰＤＮゲートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
に、インターネット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと、ＩＰが可能にされるデバイスとの間の通信を容
易にし得る。ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１５５のアクセスルー
タ（ＡＲ）１５０は、インターネット１１０との通信の状態にあり得る。ＡＲ１５０は、
ＡＰ１６０ａ、１６０ｂ、および、１６０ｃの間の通信を容易にし得る。ＡＰ１６０ａ、
１６０ｂ、および、１６０ｃは、ＳＴＡ１７０ａ、１７０ｂ、および、１７０ｃとの通信
の状態にあり得る。
【００３７】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にし得る。例えばコアネ
ットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの
回線交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
と従前の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にし得る。例えばコアネットワーク１０６
は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインターフェイスとしてサービン
グする、ＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ
）を含み得るものであり、または、そのＩＰゲートウェイと通信し得る。追加でコアネッ
トワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ネットワーク１１２への
アクセスを提供し得るものであり、それらのネットワーク１１２は、他のサービスプロバ
イダにより所有される、および／または動作させられる、他のワイヤードまたはワイヤレ
スネットワークを含み得るものである。
【００３８】
　本明細書では専門用語「ＳＴＡ」は、ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユ
ーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定された、もしくは移動の加入者ユニット、ＡＰ、ページ
ャ、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、モバイルインターネットデ
バイス（ＭＩＤ）、または、ワイヤレス環境で動作する能力のある任意の他のタイプのユ
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ーザデバイスを含むが、それらに制限されない。本明細書で称されるとき、専門用語「Ａ
Ｐ」は、基地局、ノード－Ｂ、サイトコントローラ、または、ワイヤレス環境で動作する
能力のある任意の他のタイプのインターフェイス接続デバイスを含むが、それらに制限さ
れない。
【００３９】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＢＳＳ）モードでのワイヤレスローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、ＢＳＳに対するアクセスポイント（ＡＰ）、および、
ＡＰに関連付けられる１または複数の局（ＳＴＡ）を有し得る。ＡＰは、ＢＳＳへの、お
よびＢＳＳからのトラフィックを搬送する、分散システム（ＤＳ）、または、別のタイプ
のワイヤードもしくはワイヤレスネットワークへの、アクセスまたはインターフェイスを
有し得る。ＢＳＳの外側から発出するＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを通って到着し得
るものであり、ＳＴＡに届けられ得る。ＳＴＡからＢＳＳの外側の宛先に発出するトラフ
ィックは、それぞれの宛先に届けられるようにＡＰに送出され得る。ＢＳＳの内部のＳＴ
Ａ間のトラフィックは、ＡＰを通って送出され得るものであり、その場合、送信元ＳＴＡ
はトラフィックをＡＰに送出し、ＡＰはトラフィックを宛先ＳＴＡに届ける。ＢＳＳの内
部のＳＴＡ間のそのようなトラフィックは、ピアツーピアトラフィックである。そのよう
なピアツーピアトラフィックはさらには、送信元ＳＴＡと宛先ＳＴＡとの間で直接、直接
リンクセットアップ（ＤＬＳ：direct link setup）によって、例えば８０２．１１ｅ　
ＤＬＳ、または、８０２．１１ｚトンネリングされたＤＬＳ（ＴＤＬＳ）を使用して送出
され得る。独立ＢＳＳモードを使用するＷＬＡＮはＡＰを有さず、ＳＴＡは互いに直接通
信する。通信のこのモードは、通信の「アドホック」モードと称される。
【００４０】
　動作の８０２．１１インフラストラクチャモードを使用して、ＡＰは、ビーコンまたは
ビーコンフレームを、固定されたチャネル上で送信し得るものであり、このチャネルはプ
ライマリチャネルとして構成され得る。このチャネルは、２０メガヘルツ（ＭＨｚ）だけ
広くあり得るものであり、ＢＳＳの動作チャネルであり得る。このチャネルはさらには、
ＳＴＡにより、ＡＰとの接続を確立するために使用され得る。８０２．１１システムでの
根本のチャネルアクセス機構は、キャリア検知多重アクセス衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ）
である。動作のこのモードでは、ＡＰを含むあらゆるＳＴＡがプライマリチャネルを検知
し得る。チャネルがビジーであると検出されるならば、ＳＴＡは手を引くことが可能であ
る。ゆえに１つのＳＴＡのみが、任意の与えられた時間に、与えられたＢＳＳで送信する
ことが可能である。
【００４１】
　８０２．１１ｎでは、高いスループット（ＨＴ）ＳＴＡは、通信に対して４０ＭＨｚだ
け広いチャネルを使用し得る。これは、プライマリ２０ＭＨｚチャネルを、近接する２０
ＭＨｚチャネルと組み合わせて、４０ＭＨｚだけ広い連続的なチャネルを形成することに
より達成され得る。８０２．１１ｎは、２．４ギガヘルツ（ＧＨｚ）および５ＧＨｚバン
ド上で動作し得る。
【００４２】
　８０２．１１ａｃでは、非常に高いスループット（ＶＨＴ）ＳＴＡは、２０ＭＨｚ、４
０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および、１６０ＭＨｚだけ広いチャネルをサポートし得るもので
あり、５ＧＨｚ　ＩＳＭバンド上で動作し得る。４０ＭＨｚおよび８０ＭＨｚチャネルは
、上記で説明された８０２．１１ｎと同様に、連続的な２０ＭＨｚチャネルを組み合わせ
ることにより形成され得る。１６０ＭＨｚチャネルは、８つの連続的な２０ＭＨｚチャネ
ルを組み合わせることにより、または、８０＋８０構成と称され得る、２つの非連続的な
８０ＭＨｚチャネルを組み合わせることにより形成され得る。８０＋８０構成に対しては
、データは、チャネル符号化の後で、セグメントパーサを通過させられ得るものであり、
そのセグメントパーサは、データを２つのストリームに分割する。逆高速フーリエ変換（
ＩＦＦＴ）および時間ドメイン処理が、各々のストリームに関して別個に行われ得る。ス
トリームは次いで、２つのチャネル上にマッピングされ得るものであり、データは送信さ
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れ得る。受信機では、この方法は逆にされ得るものであり、組み合わされたデータが媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）に送出され得る。
【００４３】
　動作のサブ１ＧＨｚモードが、８０２．１１ａｆおよび８０２．１１ａｈによりサポー
トされる。これらの仕様に対して、チャネル動作バンド幅が、８０２．１１ｎおよび８０
２．１１ａｃで使用されるものに対して低減され得る。８０２．１１ａｆは、ＴＶホワイ
トスペース（ＴＶＷＳ：TV White Space）スペクトル内の５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、および
、２０ＭＨｚバンド幅をサポートし、８０２．１１ａｈは、非ＴＶＷＳスペクトルを使用
する１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および、１６ＭＨｚバンド幅をサポート
する。８０２．１１ａｈに対する可能である使用事例は、マクロカバレッジエリア内のメ
ータタイプ制御（ＭＴＣ：Meter Type Control）デバイスに対するサポートである。ＭＴ
Ｃデバイスは、制限されたバンド幅に対するサポートを含む、制限された能力を有し得る
が、さらには、非常に長いバッテリ寿命に対する要件を含む。
【００４４】
　８０２．１１ａｄでは、６０ＧＨｚバンドを使用するＶＨＴが導入されている。６０Ｇ
Ｈｚでの広いバンド幅スペクトルが、利用可能であり、したがって、ＶＨＴ動作を可能に
する。８０２．１１ａｄは、最高で２ＧＨｚの動作バンド幅をサポートし、データレート
は、最高で６Ｇｂｐｓに達し得る。６０ＧＨｚでの伝搬損失は、２．４ＧＨｚおよび５Ｇ
Ｈｚバンドでよりも重大であり得るものであり、したがってビームフォーミングが、カバ
レッジ範囲を拡張するための手段として８０２．１１ａｄで採用されている。このバンド
に対する受信機要件をサポートするために、８０２．１１ａｄ　ＭＡＣ層がいくつかのエ
リアで修正されている。ＭＡＣに対する１つの重大な修正は、チャネル推定トレーニング
を可能とするための手順の追加である。これらの手順は、８０２．１１ａｃ、または、８
０２．１１ｎおよび８０２．１１ａなどのより早期の関連付けられる仕様に存在しない、
動作のオムニモード、および、ビームフォーミングされるモードを含む。
【００４５】
　８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｆ、および、８０２．１１ａｈな
どの、多重のチャネルおよびチャネル幅をサポートするＷＬＡＮシステムは、プライマリ
チャネルとして定められるチャネルを含み得る。プライマリチャネルは、ＢＳＳ内のすべ
てのＳＴＡによりサポートされる最も大きな共通動作バンド幅に等しいバンド幅を有し得
るが、必ずしもそうではない。したがって、プライマリチャネルのバンド幅は、最も小さ
なバンド幅動作モードをサポートする、ＢＳＳ内で動作するすべてのＳＴＡの中からのＳ
ＴＡにより制限され得る。８０２．１１ａｈの例ではプライマリチャネルは、１ＭＨｚモ
ードをサポートするのみであるＳＴＡ（例えば、ＭＴＣタイプデバイス）がある場合は、
ＢＳＳ内のＡＰおよび他のＳＴＡが、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚ、また
は、他のチャネルバンド幅動作モードをサポートする場合でも、１ＭＨｚだけ広くあり得
る。キャリア検知およびネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ：network allocation v
ector）セッティングは、プライマリチャネルのステータスに依存し得る。したがってプ
ライマリチャネルが、例えば、ＡＰに送信している１ＭＨｚ動作モードのみをサポートす
るＳＴＡに起因してビジーである場合、全体の利用可能な周波数バンドは、その大半がア
イドルで利用可能なままであるにもかかわらず、ビジーとみなされ得る。
【００４６】
　米国では、８０２．１１ａｈにより使用され得る利用可能な周波数バンドは、９０２Ｍ
Ｈｚから９２８ＭＨｚである。韓国ではそれは、９１７．５ＭＨｚから９２３．５ＭＨｚ
であり、日本ではそれは、９１６．５ＭＨｚから９２７．５ＭＨｚである。８０２．１１
ａｈに対して利用可能な総合的なバンド幅は、国コードに依存して６ＭＨｚから２６ＭＨ
ｚである。
【００４７】
　マルチバンドＲＲＭネットワークは、マルチバンドクラスタを含み得る。マルチバンド
クラスタは、多重の周波数バンド上で動作し得るデバイスのセットと定義され得る。マル
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チバンドクラスタは、マルチバンドＲＲＭ制御ネットワークおよびマルチバンドデータネ
ットワークを管理し得る。
【００４８】
　マルチバンドＲＲＭ制御ネットワークは、１または複数のマルチバンド制御ＡＰ（ＭＣ
ＡＰ）デバイスおよびマルチバンドメンバＡＰ（ＭＭＡＰ）デバイスで編成され得る。Ｍ
ＣＡＰは、ＲＲＭネットワーク内で制御されるＡＰのクラスタに対するコントローラとし
てサービングし得る。ＭＭＡＰは、利用可能な無線リソースのその使用を、ＭＣＡＰから
のシグナリングに基づいて修正し得る。非ＡＰ　ＳＴＡは、ＭＣＡＰに関連し、制御チャ
ネル上で動作することを可能とされ得る。この事例では、制御チャネル上でのＭＣＡＰと
非ＡＰ　ＳＴＡとの間の通信は、正規の８０２．１１仕様にしたがい得る。マルチバンド
データネットワークは、データ送信に対するネットワークであり得る。必要な制御フレー
ムおよび管理フレームは、さらには、データネットワークによって送信され得る。
【００４９】
　マルチバンドＲＲＭクラスタは、ＭＣＡＰ、いくつかのＭＭＡＰ、および、いくつかの
非ＡＰ　ＳＴＡを備え得る。図２は、例マルチバンドＲＲＭクラスタ２００を示す。ＭＣ
ＡＰ（２０５）は、ＭＭＡＰ１（２１０）などのＭＭＡＰと、制御バンドまたはバンド１
（２５０）（例えば、２．４ＧＨｚバンド）上で通信し得る。ＭＭＡＰ（２１０、２２０
、２３０、２４０）は、ＢＳＳを維持し、関連付けられるＳＴＡ（２７０）と、例えば、
データバンドまたはバンド２（２６０）（例えば、５ＧＨｚバンド）上で通信し得る。Ｍ
ＣＡＰが、ＢＳＳを、ＲＲＭ制御バンドによって、関連付けられる非ＡＰ　ＳＴＡととも
に維持する場合もある（すなわち、デバイスは非専用ＭＣＡＰであり得る）。この方途で
は、制御バンドはさらには、データトラフィックを搬送し得る。図２では、１つのＭＣＡ
Ｐ、４つのＭＭＡＰ、および、各々のＢＳＳ内の２つのＳＴＡが示されるが、これは例で
あり、任意の数および組合せの、ＭＣＡＰ、ＭＭＡＰ、および、ＳＴＡが形成され得る。
【００５０】
　図３は、例マルチバンドＲＲＭクラスタを示す。ＭＣＡＰは、マルチバンドＲＲＭ制御
メッセージをＭＭＡＰに、ＲＲＭ制御バンドによって送信し得る。ＭＭＡＰは、要求をＭ
ＣＡＰに、ＲＲＭ制御バンドによって送信し得る。ＲＲＭ制御バンド上では、ＭＭＡＰが
ＭＣＡＰに関連することを欲するとき、ＭＣＡＰはＡＰとして動作し得るものであり、Ｍ
ＭＡＰはＳＴＡとして動作し得る。
【００５１】
　ＭＣＡＰ／ＭＭＡＰと非ＡＰ　ＳＴＡとの間の通信は、データバンド上のものであり得
る。マルチバンドクラスタの内部のＭＭＡＰは、同じ周波数チャネル上で動作し得るもの
であり、またはそれらは、周波数バンドの異なる周波数チャネル上で動作し得る。例えば
、図３でのＢＳＳ１からＢＳＳ４は、データバンドに対して５ＧＨｚ周波数バンド上で動
作し、ＲＲＭ制御バンドに対して２．４ＧＨｚバンド上で動作し得る。ＢＳＳ１からＢＳ
Ｓ４は、５ＧＨｚバンドの同じ周波数チャネル、または、５ＧＨｚバンド上の異なる周波
数チャネル上で動作し得る。
【００５２】
　マルチバンドクラスタの協調は、ＲＲＭ制御バンドによるものであり得る。マルチバン
ドクラスタ情報を内包し得る、ビーコンまたはビーコンフレームが、ＭＣＡＰにより、Ｒ
ＲＭ制御バンドによって送信され得る。マルチバンドクラスタ情報は、マルチバンドクラ
スタ識別（ＩＤ）、マルチバンドクラスタメンバ役割、マルチバンドクラスタ要素、マル
チバンドＲＲＭ報告制御要素、マルチバンド報告要素、および、マルチバンド能力要素を
内包し得る。
【００５３】
　図４は、ＲＲＭ制御バンドに対するマルチバンドクラスタ情報の例を示す。マルチバン
ドクラスタ情報は、マルチバンドクラスタＩＤ（４１０）、マルチバンドクラスタメンバ
役割（４２０）、マルチバンドクラスタ要素（４３０）、マルチバンドＲＲＭ報告制御要
素（４４０）、マルチバンド報告要素（４５０）、および、マルチバンド能力要素（４６
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０）を含み得る。
【００５４】
　マルチバンドクラスタＩＤは、ＭＣＡＰのＭＡＣアドレスと同一であり得る。ＭＭＡＰ
がビーコンをＲＲＭ制御バンド上で送信しない場合、ＭＭＡＰは、マルチバンドクラスタ
ＩＤを、関連付け／再関連付け（re-association）フレームに含めることが可能であり、
そのことによってＭＭＡＰおよびＭＣＡＰの両方は、それらが同じマルチバンドクラスタ
に属するということを知る。
【００５５】
　マルチバンドクラスタメンバ役割フィールドは、ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰを区別するた
めに使用され得る。ＭＭＡＰがビーコンをＲＲＭ制御バンド上で送信しない場合、ＭＭＡ
Ｐは、マルチバンドクラスタメンバ役割フィールドを、関連付け／再関連付けフレームに
含めることが可能であり、そのことによってＭＭＡＰおよびＭＣＡＰの両方は、互いの役
割を知る。
【００５６】
　マルチバンドクラスタ要素フィールドは、他の要素への追加で、ＲＲＭデータバンド、
および、ＲＲＭデータバンド上の周波数チャネルの使用法を定義し得る。定義されるＲＲ
Ｍデータバンドに対して、このデータバンドで利用され得るデータチャネルの一部または
すべてが、さらには指示され得る。チャネル集約がデータバンドで考慮される場合、プラ
イマリチャネルが定義され得る。マルチバンドクラスタ要素はさらには、ＲＲＭ制御バン
ド、および、ＲＲＭ制御バンド上の動作チャネルを定義し得る。ＭＣＡＰまたはＭＭＡＰ
はさらには、マルチバンドクラスタ要素を関連付け／関連付け解除（de-association）フ
レーム内で送信し得る。
【００５７】
　図５は、例マルチバンドクラスタ要素フォーマット５００を示す。マルチバンドクラス
タ要素は、要素ＩＤフィールド（５０５）を含み得る。マルチバンドクラスタ要素は、長
さフィールド（５１０）を含み得る。長さフィールドは、情報要素に対するオクテットの
数を指定し得る。マルチバンドクラスタ要素は、ＭＣＡＰのＭＡＣアドレスであり得るマ
ルチバンドクラスタＩＤフィールド（５１５）を含み得る。マルチバンドクラスタ要素は
、マルチバンドクラスタメンバ役割フィールド（５２０）を含み得るものであり、そのフ
ィールドは、ＭＣＡＰ、ＭＭＡＰ、または、ＭＣＡＰに関連付けられ制御バンド上で動作
している非ＡＰ　ＳＴＡである。マルチバンドクラスタ要素は、制御バンドを識別する制
御バンドＩＤフィールド（５２５）を含み得る。マルチバンドクラスタ要素は、制御バン
ドのビーコン間隔のサイズを識別する制御バンドビーコン間隔フィールド（５３０）を含
み得る。マルチバンドクラスタ要素は、制御バンド上のチャネルの数を識別する制御チャ
ネル数フィールド（５３５）を含み得るものであり、その制御バンドは、マルチバンドク
ラスタ要素を送信するＳＴＡが、その制御バンド上で動作する、または、動作することを
意図するものである。マルチバンドクラスタ要素は、データバンドを識別するデータバン
ドＩＤフィールド（５４０）を含み得る。マルチバンドクラスタ要素は、データバンドの
ビーコン間隔のサイズを識別するデータバンドビーコン間隔フィールド（５４５）を含み
得る。マルチバンドクラスタ要素は、制御バンド上のチャネルの数を識別するデータチャ
ネル数フィールド（５５０）を含み得るものであり、その制御バンドは、マルチバンドク
ラスタ要素を送信するＳＴＡが、その制御バンド上で動作する、または、その制御バンド
上で動作することを意図するものである。マルチバンドクラスタ要素は、データバンドに
対してサポートされるバンド幅を識別するデータバンドバンド幅フィールド（５５５）を
含み得る。マルチバンドクラスタ要素は、データバンド上でサポートされる送信電力制御
方法を識別するデータバンド送信電力制御フィールド（５６０）を含み得る。
【００５８】
　ＲＲＭ情報は、ＲＲＭ制御バンドによって送信され得るものであり、したがって、ＭＭ
ＡＰからＭＣＡＰへの、ＲＲＭに関係付けられる測定値が要され得る。マルチバンドＲＲ
Ｍ報告制御要素は、ビーコン内で、ＭＣＡＰによりＲＲＭ報告をＭＭＡＰに要求するため
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に使用され得る。マルチバンドＲＲＭ報告制御要素は、干渉報告、エネルギー報告、負荷
平衡報告、その他を要求し得る。マルチバンドＲＲＭ報告制御要素は、ＭＭＡＰにより、
ＲＲＭ報告を周期的に送出するために利用され得る、周期的なＲＲＭ報告スロットを割り
振り得る。要素はさらには、ＲＲＭ報告に対するしきい値を割り振り得るものであり、Ｍ
ＭＡＰは、更新される報告を、測定値がしきい値を上回ったという条件を基に送出し得る
。しきい値はさらには、報告の周期性を制限するために使用され得る。マルチバンドＲＲ
Ｍ報告制御要素は、マルチバンドクラスタＩＤ、データバンドＩＤ、データバンドチャネ
ルＩＤおよびバンド幅、ならびに類するものなどの、基本のマルチバンド情報を内包し得
る。
【００５９】
　マルチバンドＲＲＭ報告要素は、ＭＭＡＰにより、ＲＲＭに関係付けられる測定値をＭ
ＣＡＰに送出するために使用され得る。マルチバンドＲＲＭ報告要素は、ＭＣＡＰにより
送信されるマルチバンド報告制御要素に返信するために使用され得る。あるいはＭＭＡＰ
は、マルチバンドＲＲＭ報告要素を、ＭＣＡＰからの要求なしに送出し得る。マルチバン
ドＲＲＭ報告要素は、マルチバンドクラスタＩＤ、データバンドＩＤ、データバンドチャ
ネルＩＤおよびバンド幅、ならびに類するものなどの、基本のマルチバンド情報を内包し
得る。マルチバンドＲＲＭ報告要素は、干渉報告、エネルギー報告、負荷平衡報告、およ
び類するものを含み得る。
【００６０】
　マルチバンド能力要素は、ＭＭＡＰおよびＭＣＡＰにより要され得る、マルチバンドに
関係付けられる送信能力を含み得る。マルチバンド能力要素は、ＭＭＡＰがマルチバンド
クラスタに加わるときに送出され得る。ＭＣＡＰは、マルチバンド能力要素をビーコン内
で制御バンドによってブロードキャストし得る。
【００６１】
　図６は、例マルチバンド能力要素フォーマット６００を示す。マルチバンド能力要素は
、要素ＩＤフィールド（６１０）を含み得る。マルチバンド能力要素は、長さフィールド
（６２０）を含み得る。マルチバンド能力要素は、マルチバンド能力Ｉｎｆｏフィールド
（６３０）を含み得る。マルチバンド能力Ｉｎｆｏフィールドは、マルチバンド支援され
る動的周波数チャネル割り振りサポート情報を含み得る。マルチバンド能力Ｉｎｆｏフィ
ールドは、マルチバンド支援されるネットワークエネルギーおよび干渉管理サポート情報
を含み得る。マルチバンド能力情報フィールドは、セクタ化される／指向性送信サポート
情報を含み得る。マルチバンド能力情報フィールドは、マルチバンド協調させられるセク
タ化される送信サポート情報を含み得る。
【００６２】
　図７は、データバンドに対するマルチバンドクラスタ情報の例を示す（７００）。ビー
コンは、ＲＲＭデータバンドによって送信され得るものであり、ビーコンフレーム内で定
義される正規の情報への追加で、マルチバンドクラスタＩＤ（７１０）、マルチバンドク
ラスタメンバ役割（７２０）、マルチバンド要素（７３０）、および、マルチバンドＲＲ
Ｍ報告制御要素（７４０）を内包し得る。
【００６３】
　ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰの両方を含むＡＰは、マルチバンドクラスタＩＤフィールドを
含み得るビーコンを、データバンドによって送信し得る。マルチバンドクラスタＩＤフィ
ールドは、マルチバンドクラスタを識別するために使用され得る。ＩＤは、ＭＣＡＰのＭ
ＡＣアドレスであり得る。マルチバンドクラスタＩＤフィールドはさらには、関連付け／
再関連付けフレームにより送信され得る。
【００６４】
　ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰの両方を含むＡＰは、マルチバンドクラスタメンバ役割フィー
ルドを含み得るビーコンを、データバンドによって送信し得る。マルチバンドクラスタメ
ンバ役割フィールドは、ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰを区別するために、ビーコンフレーム内
で使用され得る。このフィールドはさらには、関連付け／再関連付けフレームにより送信
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され得る。
【００６５】
　ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰの両方を含むＡＰは、マルチバンド要素フィールドを含み得る
ビーコンを、データバンドによって送信し得る。マルチバンド要素フィールドは、他の要
素への追加で、ＲＲＭデータバンド、ＲＲＭデータバンド上の周波数チャネルの使用法を
定義するために、ビーコンフレーム内で使用され得る。マルチバンド要素はさらには、Ｒ
ＲＭ制御バンド、および、ＲＲＭ制御バンド上で利用される動作周波数チャネルを定義し
得る。マルチバンド要素はさらには、関連付け／再関連付けフレームにより送信され得る
。
【００６６】
　ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰの両方を含むＡＰは、ＲＲＭ報告制御要素を含み得るビーコン
を、データバンドによって送信し得る。ＲＲＭ報告制御要素は、ＲＲＭに関係付けられる
報告をＳＴＡに要求するために使用され得る。要求は、干渉報告、エネルギー報告、およ
び類するものに対してであり得る。ＭＭＡＰは、ＲＲＭ報告制御要素をＳＴＡに、データ
バンドによって送出し得る。ＲＲＭ報告制御要素は、ＲＲＭ報告に対して周期的にタイム
スロットを割り振り得る。この要素は、周期的な報告の事例での報告の周期性を制限する
ように、または、しきい値が上回られる事例で報告するように、ＳＴＡに対するパラメー
タ／しきい値をセットし得る。
【００６７】
　ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、ＭＣＡＰになり、マルチバンドクラスタを形成し得る
。ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、ＢＳＳをＡＰとしてＲＲＭデータバンド上で開始し、
次いで、マルチバンドクラスタに対するＭＣＡＰになることが可能であるかどうかを決定
し得る。図８は、マルチバンドクラスタ形成８００の例を示す。ＭＣＡＰ能力のあるデバ
イスがＭＣＡＰになる前に、それは、ビーコンをＲＲＭ制御バンド上で、あらかじめ定義
された期間にわたって監視し得る（８１０）。ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、この期間
の間に受信されるビーコンの一部またはすべてをチェックして、マルチバンドクラスタＩ
Ｄがいずれかのビーコン内に存するかどうかを検出し得る（８２０）。マルチバンドクラ
スタＩＤがビーコン内に、期間にわたって存しないという条件を基に、ＭＣＡＰ能力のあ
るデバイスはＭＣＡＰになり得る（８２５）。マルチバンドクラスタＩＤがビーコン内に
存するという条件を基に、ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、マルチバンドクラスタメンバ
役割フィールドをチェックして、ＭＣＡＰが検出されるかどうかを決定し得る（８３０、
８４０）。ＭＣＡＰが期間にわたって検出されないという条件を基に、ＭＣＡＰ能力のあ
るデバイスはＭＣＡＰになり得る（８４５）。マルチバンドクラスタＩＤが検出され、マ
ルチバンドクラスタメンバ役割フィールドが、ＭＣＡＰの存することを指示するならば、
ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、ビーコン内のマルチバンド要素フィールドをチェックし
て（８５０）、データバンドであって、ＭＣＡＰ能力のあるデバイスがそのデータバンド
上で動作している、データバンドが、マルチバンド要素フィールド内で、ＭＣＡＰが制御
するデータバンドの１つとして指示されるかどうかを決定し得る（８６０）。データバン
ドであって、ＭＣＡＰ能力のあるデバイスがそのデータバンド上で動作している、データ
バンドが、マルチバンド要素フィールド内で、ＭＣＡＰが制御するデータバンドの１つと
して指示されるという条件を基に、ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、マルチバンドクラス
タにＭＭＡＰとして加わり得る（８７０）。データバンドであって、ＭＣＡＰ能力のある
デバイスがそのデータバンド上で動作している、データバンドが、マルチバンド要素フィ
ールド内で、ＭＣＡＰが制御するデータバンドの１つとして指示されないという条件を基
に、ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、データバンド上の動作周波数チャネルをＭＣＡＰに
従って変化させ、マルチバンドクラスタに加わり得る（８８０）。あるいは、ＭＣＡＰ能
力のあるデバイスは、新しいＭＣＡＰになり、新しいマルチバンドクラスタを開始し得る
（８８５）。あるいは、ＭＣＡＰ能力のあるデバイスは、既存のＭＣＡＰに、マルチバン
ドクラスタ内でデータバンド上の新しい周波数チャネルを追加するように依頼し得る。
【００６８】
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　１または複数のＭＭＡＰに対して、ＲＲＭ制御バンドにわたって、ＭＣＡＰが失われる
、または、それが失われるおそれがある観があるならば、ＭＭＡＰは新しいＭＣＡＰにな
り得る。
【００６９】
　ＭＣＡＰとの接続を失ったＭＭＡＰは、ＲＲＭ制御バンドを、あらかじめ定義された時
間期間の間監視し得るものであり、ＭＣＡＰが検出されないならば、ＭＭＡＰの１つが、
ＭＣＡＰになり、新しいマルチバンドクラスタを開始し得る。多くのＭＭＡＰがＭＣＡＰ
との接続を失ったという事例では、および、１つのＭＣＡＰのみが選出される場合、選出
規則が定義され得る。例えば、接続を失ったＭＭＡＰのすべての中で最大または最小のＭ
ＡＣアドレスを伴うＭＭＡＰが、新しいＭＣＡＰになり得る。
【００７０】
　新しいＭＣＡＰになった後、新しいＭＣＡＰは、マルチバンドビーコンをＲＲＭ制御バ
ンド上で送信し得るものであり、ＭＭＡＰの残りは、新しいＭＣＡＰとの関連付けを実施
し得る。データバンド上の送信は、中断され得ない。
【００７１】
　マルチバンド支援されるＲＲＭは、集中させられる様式よりむしろ、分散される様式で
実装され得る。例えば、ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰデバイスは同一であり得るものであり、
各々のＭＭＡＰは、それが、そのチャネルを、ＭＣＡＰ開始／ＭＣＡＰ終了フレームを使
用して動的に調整するために必要とする期間の間、ＭＣＡＰトークンを保持する。あるい
はＭＣＡＰ期間は、所望される期間の間、ＭＣＡＰ開始フレームを使用して命じられ得る
。
【００７２】
　高密度で配備されるシステムでは、ＡＰは、１または複数のオーバラッピングＢＳＳ（
ＯＢＳＳ：overlapping BSS）を有し得る。環境の変化（例えば、ＡＰのモビリティ、そ
の他）に起因して、ＡＰは、その周波数チャネルを動的に選定し得る。各々のＡＰは、周
波数チャネルバンドを監視し、どのバンドが中で動作するのに最良であるかを、測定され
る干渉、または、干渉の指示を提供する他の測定値に関係付けられ得る判定基準を使用し
て判断し得る。しかしながら、一度ＡＰがその周波数バンドに転移すると、それは、干渉
をＯＢＳＳ　ＡＰの新しいセットに導入する場合があり、単一のＡＰは、全体のネットワ
ークシステムの動作に対して望ましい周波数チャネルを選び出すことが可能でない場合が
ある。
【００７３】
　動的周波数チャネル割り振りのために、ＭＣＡＰは、その管理のもとにあるＭＭＡＰに
より制御されるＢＳＳの干渉プロファイルを知る必要があり得る。各々のＭＭＡＰにより
制御されるＢＳＳ内のＳＴＡは、干渉ＭＭＡＰに起因して経験される干渉を測定し得るも
のであり、プライマリ干渉ＭＭＡＰを識別し得る。現在のＭＣＡＰクラスタ内にない場合
がある他のＡＰからの干渉を報告することが可能であり得る。ＭＣＡＰは、この情報を使
用して、このＡＰ（すなわち、現在のＭＣＡＰクラスタ内にない干渉ＡＰ）をＭＣＡＰク
ラスタ内に組み込むことが、その干渉影響が十分に重大である場合に可能である。測定さ
れる干渉は、ＳＴＡによりＭＭＡＰに、ＳＴＡはマルチバンドでない場合があるので、デ
ータ送信バンド上で送信され得る。ＳＴＡがマルチバンドであるならば、それらは、この
情報をＲＲＭ制御ネットワークバンド上で送信し得る。
【００７４】
　新しいＲＲＭ制御ネットワーク干渉要求／報告フレームが、各々のＳＴＡにより確認さ
れる、ＲＲＭ制御ネットワーク内の干渉ＭＭＡＰからの干渉を、要求、測定、および、報
告するために使用され得る。新しいフィールドが、ＩＥＥＥ８０２．１１－２０１２で定
義されるような干渉要求／報告フレームに追加され得る。
【００７５】
　ＲＲＭ干渉要求／報告フレームは、アクションフレーム本体フォーマットを使用し得る
ものであり、ＭＭＡＰにより干渉報告を要求するために送信され得るものであり、それら
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の干渉報告は、ＲＲＭ干渉報告フレームを使用して送出され得る。ＲＲＭ干渉要求フレー
ム本体の例フォーマットが、図９に示される。図１０は、例要求情報フィールドフォーマ
ット１０００を示す。自動報告が可能にされる（以下、自動報告可能）フィールドは、報
告が、変化があるという条件を基に、または周期的に送出されるかどうかを指示し得る。
報告タイムアウトフィールドは、報告間の最小の継続時間を指示し得る。要求情報フィー
ルド１０００は、８ビットだけ長くあり得る。自動報告可能フィールドは２ビットであり
得るものであり、報告タイムアウトフィールドは６ビットであり得る。
【００７６】
　ＲＲＭ干渉報告フレームは、干渉要求フレームへの応答で送信され得るものであり、ア
クションフレーム本体フォーマットを使用し得る。報告フレームは、検出される干渉ＭＭ
ＡＰの各々に対する干渉レベルを指示するために使用され得るものであり、図１１に示さ
れるような、干渉ＡＰのＩＤ、干渉レベル、中心周波数、および、バンド幅をシグナリン
グし得る。ＭＭＡＰ干渉報告セットアップフレームは、図１２に示されるような、報告期
間、精度、間隔、バースト長、および、開始時間／デューティサイクルなどの、報告のパ
ラメータをセットアップするために使用され得る。
【００７７】
　あるいはＲＲＭ干渉報告フレームは、ＩＥＥＥ８０２．１１－２０１２で定義されるよ
うな干渉報告フレーム内の既存のフィールドへの追加で、図１３に示されるような、干渉
ＭＭＡＰのＩＤ、および、それらの対応する干渉レベルをシグナリングする新しいフィー
ルドを内包し得る。
【００７８】
　ＳＴＡは、ＭＭＡＰから／への測定される干渉を、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄでの干渉
報告機構を再使用することにより報告し得る。ＮＡＶを更新し、時間において、ＳＴＡが
宛先または送信元であるサービス期間とオーバラップする、送信要求（ＲＴＳ：request 
to send）および／または指向性マルチギガビット（ＤＭＧ：directional multi-gigabit
）送信可能（受信準備完了）（ＣＴＳ：clear to send）フレームを受信するＳＴＡは、
オーバラップをパーソナル基本サービスセット（ＰＢＳＳ：personal basic service set
）制御ポイント（ＰＣＰ）／ＡＰに報告し得る。
【００７９】
　ＳＴＡは、ＭＭＡＰから／への測定される干渉を、ＩＥＥＥ８０２．１１での並置され
る干渉要求／報告フレームを再使用することにより報告し得る。並置される要求／報告フ
レームは、要求／応答を送出するトランシーバと並置される第２のトランシーバの干渉に
関する情報を送出し得る。この事例ではＭＣＡＰは、並置される干渉要求フレームをＭＭ
ＡＰに、ＲＲＭ制御バンド上で送出し得るものであり、「並置される」ＭＭＡＰに関する
情報に対して、ＲＲＭデータバンド上で要求する。ＭＭＡＰは、並置される干渉報告フレ
ームによって返信し得る。報告フレームは、図１１～１３に示されるような、ＡＰに関連
付けられるＳＴＡからの干渉情報を追加するように拡張され得る。
【００８０】
　ＭＭＡＰは、周期的な報告の事例での報告の周期性を制御するように、または、決まっ
たしきい値が満たされる、もしくは上回られるときにのみ報告するように、１または複数
のパラメータまたはしきい値をＳＴＡに送出し得る。しきい値は、マルチバンドクラスタ
形成の間にセットアップされ得る。
【００８１】
　一度ＭＭＡＰが、ＳＴＡから、干渉報告、および、プライマリ干渉ＭＭＡＰの識別に関
する情報を受信したならば、ＭＭＡＰは、それらのＢＳＳ／ＰＢＳＳ内のＳＴＡからの情
報を集約し、情報をＭＣＡＰにＲＲＭ制御バンド上で転送し得る。ＭＭＡＰからＭＣＡＰ
への転送は、ＭＣＡＰにより始動させられ得る。例えばＭＣＡＰは、ＭＭＡＰを個々に干
渉報告に対してポーリングし得る。ＭＣＡＰは、ＭＭＡＰを、それらが有するすべての情
報に対して、または、特定のＳＴＡに関する情報に対してポーリングし得る。これは、新
しいポーリングフレームにより始動させられ得る。あるいはＭＭＡＰは、請求されない干
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渉報告をＭＣＡＰに、例えば、その制御のもとにあるＳＴＡのステータスの変化があると
きに送出し得る。
【００８２】
　ＭＭＡＰは、干渉情報をＭＣＡＰに、その制御のもとにあるすべてのＳＴＡからの情報
を集約し、集約されるデータを、フレーム内で、それが生じているＭＭＡＰを指定する情
報、および、対応するＳＴＡインデックスとともに送出することにより転送し得る。ＭＣ
ＡＰは、ＳＴＡ／ＭＭＡＰのすべてからの情報を分析し得るものであり、これに基づいて
、信号を外に送出してＲＲＭ管理を実行し得る。
【００８３】
　あるいはＭＭＡＰは、特定のＳＴＡに対する情報を転送し得る。ＭＭＡＰは、ＭＣＡＰ
がＲＲＭのために必要とし得る情報のみを転送し得る。例えばＭＭＡＰは、何らかの範囲
の内部に入るパラメータを伴うＳＴＡに関する情報を転送し得る。
【００８４】
　あるいはＭＭＡＰは、ＳＴＡからの干渉情報を分析し、何らかの重大な干渉ＭＭＡＰの
インデックス、および、干渉を軽減するためにとるべきアクションに関する示唆などの、
派生的な情報を転送し得る。例えばＭＭＡＰは、近隣物ＭＭＡＰリストを維持し得るもの
であり、ＳＴＡからの報告に基づいて、それは、近隣物ＭＭＡＰ干渉テーブルを創出し得
る。干渉レベル値が、近隣物ＭＭＡＰリスト内の各々のエントリに対して算出され得る。
値は、一度ＳＴＡがＭＭＡＰからの干渉を報告すると増大し得る。値は、ＳＴＡがＭＭＡ
Ｐからの何らの干渉も、決まった期間の間に報告しないならば減少し得る。この例では、
量子化される近隣物ＭＭＡＰ干渉テーブルが、ＭＣＡＰに報告され得る。
【００８５】
　一度ＭＭＡＰが干渉情報を転送したならば、ＭＣＡＰは、転送に対する周波数バンドの
内部の周波数チャネルの利用可能性を、近隣バンド報告を１または複数のＭＭＡＰに要求
することにより調査し得る。ＭＭＡＰは、近隣バンド干渉レベルを監視し得る。あるいは
ＭＭＡＰは、近隣ＡＰ、および、送信のそれらの報告されるバンドを監視し得る。ＭＭＡ
Ｐは、この情報をＭＣＡＰに転送し得る。
【００８６】
　ＭＣＡＰは、情報を分析し得るものであり、ＭＭＡＰの１つが異なるチャネルに遷移す
べきであると判断し得る。ＭＣＡＰは次いで、転送チャネル信号を送出し得る。転送チャ
ネルフレームは、転送チャネルフラグ、ＭＭＡＰ識別子、古いチャネルインデックス、お
よび、新しいチャネルインデックスを含み得る。使用されるチャネルインデックスは、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１標準に基づくものであり得る。ＭＭＡＰは次いで、関連付けを切り離
し（dis-associate）、所望される新しいチャネルに再関連するように、信号をすべての
ＳＴＡにブロードキャストし得る。新しい８０２．１１ハンドオーバフレームが、好まれ
るＡＰを指示するために使用され得る。このフレームは、チャネル転移を指示するための
フレーム識別子、新しいＳＴＡのインデックス、および、その後で転移が完了されること
になる猶予時間を含み得る。
【００８７】
　図１４に示されるようにＭＭＡＰ１は、バンド２上のチャネル１の干渉報告をＭＣＡＰ
に送出する。ＭＭＡＰ２は、バンド２上のチャネル１の干渉報告をＭＣＡＰに送出する。
ＭＣＡＰは、ＭＭＡＰ２、および、ＭＭＡＰ２に関連付けられるＳＴＡに、チャネル１か
らチャネル２に転移するように依頼する転送チャネル信号を送出する。
【００８８】
　あるいはマルチバンド支援されるＲＲＭは、集中させられる様式よりむしろ、分散され
る様式で実装され得る。例えば、ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰデバイスは同一であり得るもの
であり、各々のＭＭＡＰは、それが、そのチャネルを、図１５に示されるように、ＭＣＡ
Ｐ開始／ＭＣＡＰ終了フレームを使用して動的に調整するために必要とする期間の間、Ｍ
ＣＡＰトークンを保持する。あるいはＭＣＡＰ期間は、所望される期間の間、ＭＣＡＰ開
始フレームを使用して命じられ得る。
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【００８９】
　高密度で配備されるシステムでは、近隣ＳＴＡ／ＡＰからの干渉送信に起因する、同一
チャネル干渉、および、関連付けられるエネルギー非効率性が存し得る。すべてのデバイ
スが、最大または公称送信電力を使用して送信するならば、そのことは現在のＷＬＡＮセ
ッティングではよくあることであるが、各々のデバイスは、そのカバレッジ範囲の内部の
ＳＴＡ／ＡＰに対する干渉を生み出す場合がある。
【００９０】
　ネットワークは、ネットワーク内の異なるＢＳＳの送信電力を、マルチバンドシグナリ
ングを使用して動的に調整することにより、ネットワークのエネルギー効率を改善し、Ｂ
ＳＳ間干渉の量を低減することが可能である。ＭＣＡＰは、近隣ＢＳＳに対する干渉の影
響を低減するために、全体のＢＳＳがその公称送信電力を低減するということを要求し得
る。この事例ではＭＣＡＰは、制御情報をＲＲＭ制御バンドによって送出および受信し得
る。例えば、ＭＭＡＰ１およびＭＭＡＰ２の両方が同じデータバンド上で動作しているな
らば、ＭＣＡＰは、１つまたは両方のＭＭＡＰに、ＢＳＳ内で最も遠いＳＴＡとのリンク
を閉じるために必要とされる電力によって、それらの公称送信電力を低減するように依頼
し得る。
【００９１】
　ＭＣＡＰは、その管理のもとにあるＭＭＡＰにより制御されるＢＳＳのＳＴＡの一部ま
たはすべてへの／からの、送信電力、パス損失、および、送信電力マージンを知る必要が
あり得る。
【００９２】
　ＭＭＡＰは、送信電力コマンド（ＴＰＣ：transmission power command）要求を、その
ＢＳＳ内のＳＴＡの一部またはすべてに送出し得る。各々のＳＴＡは、ＳＴＡにより使用
される送信電力、および、リンクマージンを内包するＴＰＣ報告によって返信し得る。Ｔ
ＰＣ要求を送出するＭＭＡＰは、それがＴＰＣ要求を送出するＳＴＡの選定権を有し得る
。オーバヘッドを低減するために、ＭＭＡＰは、ＴＰＣ要求を、遠く離れて配置されるＳ
ＴＡに送出し得る。
【００９３】
　ＭＭＡＰ、および、関連付けられるＳＴＡは、ＲＲＭ干渉要求／応答手順を使用して、
干渉情報を測定および取得し得る。
【００９４】
　ＭＭＡＰは、それらのＢＳＳ／ＰＢＳＳ内のＳＴＡからの情報を集約し、情報をＭＣＡ
ＰにＲＲＭ制御バンド上で転送し得る。ＭＭＡＰからＭＣＡＰへの転送は、ＭＣＡＰによ
り始動させられ得る。ＭＣＡＰは、ＭＭＡＰを個々に報告に対してポーリングし得る。Ｍ
ＣＡＰは、ＭＭＡＰを、それらが有するすべての情報に対して、または、特定のＳＴＡに
関する情報に対してポーリングし得る。あるいはＭＭＡＰは、請求されない報告をＭＣＡ
Ｐに、例えば、その制御のもとにあるＳＴＡのステータスの大きな変化がある事例で送出
し得る。
【００９５】
　ＭＭＡＰは、データを、その制御のもとにあるＳＴＡのすべてからの情報を集約するこ
とにより転送し、集約されるデータを、フレーム内で、それが生じているＭＭＡＰを指定
する情報、および、対応するＳＴＡインデックスとともに送出し得る。ＭＣＡＰは、ＳＴ
Ａ／ＭＭＡＰのすべてからの情報を分析し、これに基づいて、信号を外に送出してＲＲＭ
管理アクションを実行し得る。
【００９６】
　ＭＭＡＰは、データを、ＭＣＡＰがＲＲＭのために必要とし得る情報のみを転送するこ
とにより転送し得る。例えばＭＭＡＰは、何らかの範囲の内部に入るパラメータを伴うＳ
ＴＡに関する情報を転送し得る。
【００９７】
　ＭＭＡＰは、データを、ＳＴＡからの干渉情報を分析することにより転送し、派生的な



(21) JP 6553601 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

情報を転送し得る。そのような派生的な情報の例は、何らかの重大な干渉ＭＭＡＰのイン
デックス、および、干渉ＭＭＡＰ送信電力を低減することなどの、干渉を軽減するために
とるべきアクションに関する示唆を含み得る。
【００９８】
　データが転送された後、ＭＣＡＰは、受信される情報を分析し得るものであり、そのＲ
ＲＭ制御ネットワーク内の、１または複数のＭＭＡＰ、および、関連付けられるＳＴＡに
対する送信電力変化に関して判断し得る。あるいはそれは、ＭＭＡＰに関連付けられる特
定のＳＴＡに対する送信電力変化に関して判断し得る。ＭＣＡＰは、ＴＰＣ変化信号を特
定のＭＭＡＰに送出し得る。ＭＭＡＰは次いで、信号をそのＳＴＡの一部またはすべてに
送出して、送信電力を所望される量だけ変化させ得る。ＭＣＡＰ変化フレームは、ＢＳＳ
電力変化を指示するためのフレーム識別子、ＭＭＡＰインデックス、および、所望される
電力変化を含み得る。ＭＭＡＰ変化フレームは、ＢＳＳ電力変化を指示するためのフレー
ム識別子、および、所望される電力変化を含み得る。フレームはビーコンに集約され得る
ものであり、またはビーコンは、この情報を内包する２つの追加的なフィールドによって
修正され得る。図１６に示されるようにＭＭＡＰ１は、バンド２上のチャネル１の干渉報
告をＭＣＡＰに送出する。ＭＭＡＰ２は、バンド２上のチャネル１の干渉報告をＭＣＡＰ
に送出する。ＭＣＡＰは、ＭＭＡＰ２、および、その関連付けられるＳＴＡに、送信電力
を、指定される量だけ低下させるように依頼する、ＭＭＡＰ２への信号を送出する。
【００９９】
　あるいはマルチバンド支援されるＲＲＭは、集中させられる様式よりむしろ、分散され
る様式で実装され得る。例えば、ＭＣＡＰおよびＭＭＡＰデバイスは同一であり得るもの
であり、各々のＭＭＡＰは、それが、そのチャネルを、図１７に示されるように、ＭＣＡ
Ｐ開始／ＭＣＡＰ終了フレームを使用して動的に調整するために必要とする期間の間、Ｍ
ＣＡＰトークンを保持する。あるいはＭＣＡＰ期間は、所望される期間の間、ＭＣＡＰ開
始フレームを使用して命じられ得る。
【０１００】
　一部の８０２．１１仕様は、指向性、または、セクタ化される送信をサポートし、８０
２．１１ａｄおよび８０２．１１ａｊなどの一部の仕様では、指向性送信は必須であり得
る。８０２．１１ａｈはさらには、セクタ化される送信を仕様において考慮する。高密度
で配備されるシステムによって、同一チャネルＡＰからの指向性／セクタ化される送信は
、指向性／セクタ化される送信からの干渉が減じられ得るように、協調させられ設計され
得る。例えばマルチバンドシステムは、指向性／セクタ化される送信を１つのバンド上で
管理し協調させ得るものであり、送信を別のバンド上で実施し得る。
【０１０１】
　セクタ化される送信は、オーバラッピングＢＳＳ（ＯＢＳＳ）干渉の低減を含み得る。
ＯＢＳＳからの干渉は、特に、競技場、空港、その他などの、高密度で配備される大きな
数のＯＢＳＳ　ＡＰを伴うネットワークに対する、ＷＬＡＮシステムでの問題点である。
セクタ化される送信に加えて、ＯＢＳＳ　ＡＰ間の協調が、さらにシステム効率を改善し
、干渉を低減するために利用され得る。
【０１０２】
　図１８は、協調させられるセクタ化される送信の例を示す。ＡＰ間の協調は、ＲＲＭ制
御バンドによって進行し得るものであり、セクタ化される送信は、データバンド上のもの
であり得る。ＭＣＡＰは、円の中心に配置され得るものであり、バンド１およびバンド２
上で動作している場合がある。バンド１はＲＲＭ制御バンドであり得るものであり、バン
ド２はデータバンドであり得る。ＭＣＡＰは、マルチバンドクラスタを形成し得る。３つ
のＭＭＡＰが示され、それらのＭＭＡＰは、マルチバンドクラスタのメンバであり、バン
ド２の異なるチャネル上で動作する。バンド２上の２つのＢＳＳは、同じ周波数チャネル
、例ではＣＨ３上で動作し得る。協調させられるセクタ化される送信が、これらの２つの
ＢＳＳに対して設計され得る。
【０１０３】
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　協調セクタ化される送信を実施するための１つの例は、ＯＢＳＳ　ＡＰに対するビーコ
ン送信をデータバンドにわたって同期させることである。図１９に示されるように、ＭＭ
ＡＰ１およびＭＭＡＰ２は、バンド２上のＯＢＳＳ　ＡＰである。ＭＭＡＰ１がビーコン
を送信するとき、ＭＭＡＰ２は、何も送信または受信し得ないものであり、そのことは、
ＭＭＡＰ２に、ＭＭＡＰ１からのセクタ化される送信を監視するための機会を与え得る。
同じことは、ＭＭＡＰ２が送信しているときに起こり得る。ＭＣＡＰは、各々のＭＭＡＰ
に対するビーコン送信またはビーコンオフセットを、異なるＭＣＡＰからのビーコンフレ
ームがオーバラップしていないような方途でスケジューリングし得る。ＭＣＡＰは、これ
を、マルチバンドクラスタ制御要素を使用することにより実施し得る。マルチバンドクラ
スタ制御要素は、ＭＣＡＰから多重のＭＭＡＰにブロードキャストされ得る。ＭＣＡＰは
、ビーコンを使用して、マルチバンドクラスタ制御要素を搬送し得る。あるいはＭＣＡＰ
は、マルチバンドクラスタ制御要素をユニキャスト方途でＭＭＡＰに送信し得る。図２０
は、要素ＩＤ（２０１０）、長さフィールド（２０２０）、および、マルチバンドクラス
タ制御情報フィールド（２０３０）を含み得る、例マルチバンドクラスタ制御要素２００
０を示す。マルチバンドクラスタ制御情報フィールド（２０３０）は、ＭＭＡＰに対して
、ＭＣＡＰにより、ＭＭＡＰが利用すべきであるビーコン間隔を識別する、ビーコン間隔
を含み得る。マルチバンドクラスタ制御情報フィールド（２０３０）は、ＭＣＡＰにより
送信されるビーコンに対するオフセットを識別するビーコンオフセットを含み得る。マル
チバンドクラスタ制御情報フィールド（２０３０）は、データバンドに対する動作チャネ
ルを含み得る。マルチバンドクラスタ制御情報フィールド（２０３０）は、データバンド
に対する動作バンド幅、および、データバンドに対するプライマリチャネルを含み得る。
マルチバンドクラスタ制御情報フィールド（２０３０）は、送信電力を含み得る。マルチ
バンドクラスタ制御情報フィールド（２０３０）は、セクタ化される送信スケジュールを
含み得るものであり、部分的（sectional）または指向性送信がＭＭＡＰによりサポート
される場合、このフィールドが、ビーコン間隔に対して使用されるセクタを指定するため
に使用され得る。このスケジュールは、個別のビーコン間隔での部分的送信を指示し得る
ものであり、またはそれは、周期的なパターンをシグナリングするために利用され得る。
【０１０４】
　セクタ化される送信、または、セクタ化されるトレーニングが、ビーコンフレームに含
まれ得るものであり、そのことによって、ビーコンフレームを監視することにより、付近
のＯＢＳＳ　ＡＰは、近隣ＯＢＳＳセクタ干渉テーブルを構築し得る。セクタＩＤが、セ
クタの送信を指示するために利用され得る。近隣ＯＢＳＳセクタ干渉テーブルは、決まっ
た測定値を利用して、可能性のある干渉レベルを指示し得る。図２１は、近隣ＯＢＳＳセ
クタ干渉テーブル２１００の例を示す。受信信号強度指示（ＲＳＳＩ）測定値が、この例
で、決まったＢＳＳ、および、決まったセクタからの信号強度を指示するために利用され
る。特別な値が、受信機が検出し得ないセクタを指示するために使用され得る。
【０１０５】
　同期させられるビーコン送信によって、ＭＭＡＰは、ＭＣＡＰに、セクタ化される、ま
たは、指向性送信報告を報告し得るものであり、ＭＣＡＰは、マルチバンドクラスタの内
部のセクタ化される送信を、この情報によって協調させ得る。第１にＭＣＡＰは、各々の
ＭＭＡＰに、近隣ＯＢＳＳセクタ干渉テーブルから導出され得る、セクタ化される、また
は、指向性送信報告を構築するように依頼し得る。ＭＭＡＰは次いで、報告をＭＣＡＰに
送出し得る。あるいはＭＭＡＰは、そのＢＳＳ内のＳＴＡに、このテーブルを報告するよ
うに依頼し得るものであり、ＭＭＡＰは、情報を集約し、それをＭＣＡＰに送出し得る。
ＭＭＡＰはさらには、それに加えて、情報をＳＴＡのすべてから抽出し、新しい報告を作
成し得る。ＭＭＡＰから報告される情報によって、ＭＣＡＰは、セクタ化される送信スケ
ジューリングアルゴリズムを実施して、セクタ化される送信を、マルチバンドクラスタ内
のＭＭＡＰのすべてに対して割り振り得る。アルゴリズムは、実装形態依存であり得る。
【０１０６】
　あるいは、マルチバンド支援される協調させられるセクタ化される送信は、集中させら
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れる様式よりむしろ、分散される様式で実装され得る。１つの実施形態では、ＭＣＡＰお
よびＭＭＡＰデバイスは同一であり得るものであり、各々のＭＭＡＰは、それが、そのチ
ャネルを、ＭＣＡＰ開始／ＭＣＡＰ終了フレームを使用して動的に調整するために必要と
する期間の間、ＭＣＡＰトークンを保持する。あるいはＭＣＡＰ期間は、所望される期間
の間、ＭＣＡＰ開始フレームを使用して命じられ得る。
【０１０７】
　特徴および要素が、上記で、個別の組合せで説明されているが、当業者は、各々の特徴
または要素が、単独で、または、他の特徴および要素との任意の組合せで使用され得ると
いうことを認識するであろう。本明細書で説明される解決策は、ＩＥＥＥ８０２．１１に
特定のプロトコルを考慮するが、本明細書で説明される解決策は、このシナリオに制約さ
れず、他のワイヤレスシステムにもまた適用可能であるということが理解される。本文書
での解決策は、アップリンク動作に対して説明されたが、方法および手順はさらには、ダ
ウンリンク動作に適用され得る。ＳＩＦＳが、設計および手順の例で様々なフレーム間ス
ペーシングを指示するために使用されるが、ＲＩＦＳなどのすべての他のフレーム間スペ
ーシング、または、他の取り決められた時間間隔が、同じ解決策で適用され得る。
【０１０８】
　追加で、本明細書で説明される方法は、コンピュータまたはプロセッサによる実行のた
めにコンピュータ可読媒体に組み込まれる、コンピュータプログラム、ソフトウェア、ま
たは、ファームウェアで実装され得る。コンピュータ可読媒体の例は、電子信号（ワイヤ
ードまたはワイヤレス接続によって送信される）、および、コンピュータ可読記憶媒体を
含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハー
ドディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、磁気光学媒体、ならびに、ＣＤ
－ＲＯＭディスクおよびデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）などの光学媒体を含む
が、それらに制限されない。ソフトウェアとの関連付けの状態にあるプロセッサは、ＷＴ
ＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または、任意のホストコンピュータでの使用のため
の無線周波数トランシーバを実装するために使用され得る。
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